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1. 研究背景 

近年, 時短製品・サービスの普及が急速に進んでいる. 内閣府の「消費動向調査」によると, 食洗機と衣類乾燥

機の普及率は 2004 年の 14.9%と 22.4%から, 2022 年の 36.9%と 69.6％に２倍以上に上昇した. また「家計消費

状況調査」では, 人々のオンラインショッピングの利用率が 2002 年の 5.3%から 2022 年の 52.0%と大きな上昇

が見られる. さらに, iRobot 社のルンバは, 2002 年の販売から, 2021 年には世界での販売台数が 4,000 万台を突

破している. 時短技術の普及は人々の生活を豊かにする一方で, 人々のライフスタイルを変化させ, その結果エ

ネルギー消費量に与える影響が懸念されている(Sekar et al., 2018). その１つが時間効率向上に伴う「時間リバウ

ンド効果(TRE)」である（Jalas, 2002; Brencic&Young, 2009）. これは, 時短技術に家庭内での行動を肩代わり

(補助)してもらうことで, 余った時間（可処分時間）が他の行動時間に振り分けられ（家庭内行動時間の再配分）, 

結果としてエネルギー消費量が変動する現

象を表す. 例えば, 右図における「買い物」を

「ネットショッピング」に変更することで, 

(i)時間が節約され, さらに (iii)効率の良い

配送によりエネルギー消費量が減少する. 一

方で, (ii)節約時間が別の行動に使われること

で, (v)エネルギー消費量が増加する可能性が

ある(TRE). ただし, TRE は家庭内行動時間

の再配分により減少する可能性もある. 本研

究では, iRobot 社のルンバの配布実験により

家庭内行動時間の再配分と, TRE の発生の有

無について実証研究を行う.  

 

2. データと分析方法 

iRobot 社のルンバを無償配布し, 介入世帯(50)と対照世帯(250)の「家庭内行動時間」と「電気使用量」を比較

した. 実験時期は 2020 年 3 月-5 月で, 参加世帯には 2 回のアンケート調査（3 月と 5 月）実施と毎月の電気使

用量明細データの提出を依頼した. ルンバ配布前後の２時点のパネルデータを利用し, 家庭内行動時間(Behave)

のモデル(1)と電気使用量(Elec)のモデル(2)について, 時間一定の効果を取り除くためFDMを適応し, 傾向スコ

ア回帰で推定を行なった（i は世帯, j は家庭内行動, T はルンバ保有ダミー, Elec は対数値）.  

 

 
∆(𝐵𝑎ℎ𝑎𝑣𝑒)𝑖𝑗 =  𝜃𝑗 +  𝛽𝑇𝑇𝑖+ 𝛽𝑇𝐸𝑀𝑃∆𝑇𝐸𝑀𝑃𝑖 +  ∆𝜇𝑖𝑗             (1) 

∆(𝐸𝑙𝑒𝑐)𝑖 =  𝛿 +  𝛾𝑇𝑇𝑖 +  𝛾𝑇𝐸𝑀𝑃∆𝑇𝐸𝑀𝑃𝑖 + ∆𝜀𝑖                  (2) 



 

3. 結果 

Table1 はルンバ配布による家庭内行動への影響を表し

たモデル(1)の推定結果である. 表より, 一部で有意な行

動の変化が確認できるため, ルンバ配布により, 家庭内

行動時間配分が変化したことが分かる.  Table2 は電気

使用量への影響を表したモデル(2)の推定結果である. 表

の IPW の結果より, ルンバ配布は電力消費量を減少させ

ることが分かる.  

Table1とTable2より, ルンバ配布は家庭内行動時間の

再配分と, 電力消費量の減少をもたらす結果となった. 

しかしながら, 「家庭内行動時間の再配分」は, 「ルンバ

配布」から「電力消費量」への関係の媒介変数（部分媒介）

と考えられるため, Table2（ModelⅢ）のルンバの推定パ

ラメータの大きさには, 家庭内行動時間の再配分の要因

も含まれている（ModelⅣでは, 一部の家庭内行動のパラ

メータが有意）. 家庭内行動時間の再配分の影響の大きさ

は, ModelⅢ（媒介変数なし）と ModelⅣ（媒介変数あり）

の推定係数の大きさの差である+0.0111（+1.11%）と捉え

られる. つまり, 行動時間の再配分による電力使用量への

影響はプラスであると考えられる.  

 推定結果から, 通常の掃除機から自動掃除機に変更し

た際の電気使用量に与える影響についてシミュレーショ

ンを行った（Figure5）. その結果, TRE の大きさは, 家庭

内行動時間の再配分を通して, 家庭の電力消費量を約 1.49%増加させることが明らかになった.  

 

4. まとめ 

本研究では, ルンバ配布実験により, 家庭内行動時間の再配分を通した時間リバウンド効果（TRE）の有無に

ついて検証を行った. 推定結果に基づいたシミュレーションでは, 約 1.5%の TRE が発生していた. 時短技術の

普及は, 人々の生活を豊かにする望ましい傾向であるが, TRE によるエネルギー消費量の増加が懸念される. 時

短技術導入の際に, よりエネルギー消費の少ない行動への動機付けや, 時短技術の普及政策と省エネ政策とを関

連づけた議論が求められる. 
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Figure 5. Simulation results of TRE (Roomba)  

Table2. 電気使用量 

Table1. 家庭内行動時間 


